【茨城史料ネットニュースレターNo.104】
□勿来赤津家民俗資料保全活動の開始

茨城史料ネットでは、2014年2月28日に福島県いわき市にて勿来赤津家の民俗資料保全活動を実施しました。

このたび上記の活動につきまして、当会事務局の大城泰平から報告記を配信いたします。ぜひご一読ください。

----
勿来赤津家民俗資料保全活動の開始
　2014年2月28日(金)に、茨城史料ネットは福島県いわき市にて、福島史料ネット・いわき市教育委員会・いわき市勿来町窪田地区振興会ほかと合同で、勿来赤津家の民俗資料保全活動を実施しました。
　まず、この活動が実施される経緯について説明します。同家の土蔵は、2011年の東日本大震災により被災したあと、取り壊しが決定しました。しかし、土蔵の内部には、文化的・学術的に貴重な資料が多く残されていたため、2012年5月18日、同19日に茨城史料ネットが中心となり、資料レスキュー活動を行いました。そして今回、いわき市が決定した「文化財等一時保管事業実施要領」に基づき、市が提供する市内の一時保管庫(旧常磐塵芥収集基地)へと資料を移管させました。

　具体的な作業内容は、以下の通りです。当日は全体で32名が参加しましたが、そのうち作業員を2班に分け、役割を分担したうえで、同時並行で作業に取り掛かりました。
●1班…窪田地区振興会・茨城史料ネットを中心に、赤津家より資料を搬送する。
●2班…福島史料ネット・いわき市各団体を中心に、旧常磐塵芥収集基地にて資料を受け入れられるよう、清掃等の作業を行う。
　各班の作業は概ね午前中に終了し、午後は合同で搬入した資料を一度開梱して、新たなラベルでナンバリングしたあと、かつて赤津家土藏に保存されていた区画（以前、茨城史料ネットが赤津家旧蔵から資料レスキューした際に、所蔵されていた場所によって東・西・南・北のように、目録等を作成した）に合わせて、資料を再配置しました。その後、虫食いと糞による汚損を予防する防虫処理と、雨漏り等による水損防止と風通しを良くするため、すのこを敷いて資料のかさ上げをしました。最後に、暴風雨等で室内に雨風が入らないように、窓の隙間に目貼りを施して、この日の活動は終了となりました。今回茨城史料ネットからは、茨城大学人文学部准教授の添田、修士2年の山川、学部4年の藍原、市川、大城、高橋の6人が参加しました。この資料保全活動は、2014年2月～2015年3月まで実施予定となっています。

　1日がかりで実施された活動は、福島史料ネットや、主体的に参加して下さった地域住民の窪田地区振興会をはじめとした各団体の皆様による御尽力もあり、スムーズに作業を進行することが出来ました。改めて厚く御礼申し上げます。
　東日本大震災から三年が経過しようとしています。今回の活動で、震災によって被災して、取り残されたままの資料が依然として多いという現状と、地道で継続的な活動が、資料レスキューには求められているという課題を再確認することが出来ました。
　最後に、次回の作業日が3月29日(土)に決定したことをお知らせします。今回搬入した資料をクリーニングしたうえで、目録化、写真撮影、スケッチ等を行う予定です。多くの方々の御参加を心よりお待ちしております。(文責：大城泰平　茨城大学人文学部4年・茨城史料ネット事務局)
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